学級活動指導案
平成２１年１月２３日（金）２校時　

２年２組　　指導者　　　　　　


Ⅰ　題材　　「２の２おそうじ大作戦」
Ⅱ　題材設定の理由

（1） 題材観

本題材は、学習指導要領「特別活動」の〔学級活動〕の（２）「日常の生活や学習への適応及び健康安全」の中のエ「清掃などの当番活動等の役割と働くことの意義の理解」に基づいて設定したものである。
清掃活動は、役割を分担して自分たちの学校をきれいにする活動である。そして、児童に学級集団の一員としての在り方を考えさせ、実践させる活動でもある。また、「働くことの尊さ」、「仲間との協力」、「仕事に対しての責任」等を日常の学級生活で実践して具体化する場の一つとしてもを位置づけることができる。
しかし、２年生のこの時期、頭では清掃活動の必要性や意義をわかっているが、清掃に慣れてきたこともあり、望ましい活動から逸脱する児童が多く見られるようになる。また、１年生の時に覚えた道具の使い方などの技能面も乱雑さが、表に出てくる。

そこで、今の自分の清掃についての取組を振り返り、もう一度、ぞうきんの絞り方や床の拭き方などの技能的な面の理解もさることながら、取り組む態度について考えることは大事なことであると考えられる。また、自分たちの教室や分担箇所を自分たちの手で協力してきれいにする喜びや充実感を思い起こすことが大切である。
本題材では、質の高い清掃活動へ向けての話合い活動を行い、級友から発表された意見から自分のこれから取り組むべき姿を決定する。そして、その気持ちをより高めるために、クラスの清掃活動における目標の決定場面を加えた。

そういった活動を通して、清掃活動への実践的な態度を養えるとともに、学級活動の目標である、「集団の一員として学級におけるよりよい生活づくりに参画し、諸問題を解決しようとする自主的、実践的な態度や健全な生活態度の育成」につながると考え本題材を設定した。
（2） 児童の実態　　　　略

（3） 題材の系統

<特別活動> 
学級活動　　　　　　　　　　　学級活動　　　　　　　　　　　　学校行事　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


Ⅲ　指導目標

· 司会グループを中心に、一人一人が話合いの中で自分の考えを持ち、清掃活動に進んで取り組んでいこうとする意欲を高めるようにする。
Ⅳ　評価基準

1 関心・意欲・態度

清掃活動に関心をもち、話合いに参加しようとしている。

2 思考・判断

よりよい清掃活動にするために、他の児童の意見を参考にしてどのような清掃をすればよいか考えている。

3 技能・表現

話合いカードをもとに、自分の考えを他の児童が理解できるように発表したり、他の児童の考えについて自分の考えをもったりすることができる。

4 知識・理解

どんな清掃活動がよいかを思い描いたり、みんなの意見を生かそうとしたりするなど、話合いの深め方や決め方を理解している。

Ⅴ　指導方針

	過程
	指　　　　導　　　　方　　　　針

	事前
	· 議題については、児童の問題意識を高めるため、「進級に向けて、３学期にクラスでしっかりやっていきたいこと」を全員に書かせて、その中から司会グループに選ばせていく。
· 話合いの柱については、休み時間や放課後に司会グループと話合い、朝の会などに提案する。
· 話合い活動で活発に発言できるように、事前に議題を知らせ、自分の考えを「話合いカード」に書かせておく。また、書かれた内容については、事前に把握し、教師の意図的指名に生かしていく。

· 司会グループは全員に経験させるために輪番制にし、役割については、児童の希望を生かすようにする。また、司会グループは、話合いの司会だけに終わりにせず、話し合ったことの実践まで目を配れるようにしていく。

· 話合い活動がスムーズに進むように「話合いのすすめ方カード」を作成し、司会グループに進め方をとらえさせておくようにする。

	本時
	· 司会が「話合いのすすめ方」カードをもとに、自主的に進められていることを見守るとともに、必要に応じて助言していく。
· 話合いの途中で、「そうじができていないこともある」いうことを振り返らせる発問をしていく。

· 自己決定の場面と集団決定の場面をしっかり分け考えさせるが、集団決定したことの方がメインとなり、自己決定したことが、かすんでしまわないように、自己決定したことの実践が、集団決定につながるようということを伝えていく。

	事後
	· 本時で決まったことについては、教室のコーナーに掲示し、視覚的に振り返らせるようにしていく。
· 自己決定したこと、集団決定したことについて実践できたか、帰りの会で発表させたり、定期的に評価させたりする。




Ⅵ　指導計画

	過程
	日程
	活動時間
	主な活動内容
	主な指導上の留意点及び支援

	事前
	1月16日
	帰りの会
	· 進級に向けて、３学期にクラスでしっかりやっていきたいことを議題カードに記入する。
	· 教師が議題カードを配布し、考えさせ書かせていく。その時に、３学期始まって１０日間のクラスの様子などを説明し、考えやすくしていく。



	
	1月19日
	休み時間
	· 司会グループが議題と話合いの柱について話し合う。

· 役割分担も行う。
	· ３年生に近づいてきているということを意識させ考えさせる。
· 今までにしていない係を優先して決めていく。



	
	1月20日


	朝の会
	· 司会グループが議題を提案し、学級全体で確認する。

· 話合い活動ノートに意見を記入する。


	· 議題にした理由を明確に発表させるようにする。
· そうじに対する今の意見を素直に書かせていき、実態把握に努めていく。

	
	1月20日
　　22日
	休み時間
	· 司会グループが、仕事の内容や話合いの流れを確認する。
	· 「話合いのすすめ方」を作成し、読み合わせをしたり、指名の仕方や座席表の扱い方、板書の仕方、記録のとり方、話合いのまとめ方などを確認したりする。

	本時
	1月23日
	３校時
	· よりよいそうじについて話合いを行う。

	· 司会グループを中心に進めていくが、話し合いが滞った場合は必要に応じて助言をしていく。
· 意図的に発問したり、説明したりして教師の指導場面を入れていく。

	事後
	1月23日
	休み時間

放課後
	· 司会グループは本時で決まったことについての掲示物を作成し、教室のコーナーに掲示する。


	· 教師の助言のもと、グループで協力して作成させる。その時に、話合いでのがんばりを賞賛する言葉がけをたくさんする。

	
	1月26日～
	朝の会や

帰りの会

清掃の時間
	· 実践し、発表したり、自己評価したりする。


	· 児童の取組を尊重し、継続化が図れるようにする。
· 日常の清掃活動においても、一人一人に話合いの時の様子を交えながら声掛けをしていく。


Ⅶ　本時の学習
（1） ねらい

　司会グループを中心に、進んで話合い活動に参加することを通して、清掃活動をがんばろうとする意欲を高める。
（2） 準備

話合いカード、話合いのすすめ方カード（司会用）、ほうきやぞうきんなどのそうじ用具
（3） 本時の展開

	学習活動
	時間
	指導上の留意点・支援　　　　　評価項目

	１　はじめの言葉
２　司会グループの紹介

· 司会（１名）

· 副司会（１名）

· 黒板書記（２名）

３　議題の確認

「よりよいそうじにするためにどうすればよいか」
４　議題提案理由の説明

５　教師の話
	つかむ（７）
	· 司会グループには、「話合いの進め方カード」を用意し、見ながら進行していてよいことを伝えておく。
· 副司会には、発表者に偏りが出ないように座席表にチェックを入れる仕事などを任せる。

· 司会グループには議題や話合いの柱などをあらかじめ掲示しておくように促し、学級全員が話合いの流れがとらえられるようにする。

· 議題提案の理由は、議題カードの提案者の中から決めておき、練習させておく。

· ２学期までがんばってきたこと賞賛し、その上で３年生になるまでにどんな工夫や気持ちが必要かを考えされるようにする。

	６　話合いをする

1 そうじすることの良さを発表し合う

「きれいになる。」

「気持ちがいい。」

「みんなのためになる。」

2 よりよいそうじをするためにはどうすればよいかを話し合う。

「さぼらずやる。」

「ふざけていたら注意する。」

「一生懸命がんばる。」

「人のためになると思ってする。」

「協力してやる。」

「すみずみまでやる。」

「ほうきをきちんと扱う」

③　自分でこれからしていくことを決める


	　　　　追究する（　　）
	· 「話合いの進め方カード」にもとづいて、司会グループに話合いを任せるようにするが、必要に応じて声をかけ支援する。

· 司会グループには事前の指導で、次のような点について伝えたり、準備させたりしておく。

· 黒板書記には、２人で交互に、できるだけ短い言葉で板書させる。

· 副司会には、座席表を利用して、司会の指名を助けさせる。

· 司会には、なるべくいろいろな意見が出させるために、挙手していなくても指名してよいことを伝えておく。

· 話合いカードを見て、自分の考えを出し合わせる。

· 机間巡視をして、違う意見を書いている児童へ発言を促す。

· 意見を聞き、新しい意見が出たときには、発言していくように助言する

· そうじ道具の使い方については、意見が出たときにはその時に、意見として出ない場合は意図的に説明し、よりよいそうじには、道具の使い方なども不可欠であることを説明するようにする。　

· 「気持ちや態度」と「そうじの仕方」の２つに類型化するための発問を行い、黒板書記にマークさせ、自己決定させやすいようにする。
· 「いい意見がたくさん出ているが、なぜそうじを一生懸命できない時があるのか」を問い、出された意見を教師が板書し、ふだんできなかったことを思い出させる。

（そうじに対する今までの態度を振り返らせる助言）

· 今までの意見を参考にさせ、カードに書かせる。

· 意図的な指名をして、自己決定内容を発表させる。

（建設的な内容から、今までのそうじの態度から）

	④　クラスのそうじの目標を決める

⑤　決まったことの確認
	
	· 理由を付けて賛成意見を発表させ、意見のしぼりこみをしていく。

· 賛成意見が多かったものの中から、最終的には多数決で１～３つ決めるようにする。


· すべて良い意見なので、もれた意見も大切であることを伝える。

· 自己決定したことの実践が、集団決定につながるようということを伝えていく。

· 副司会に決まったことを発表させることで、全員に確認させる

· 黒板書記に決まったことをわかりやすく印を付けさせる。

	７　話合いを振り返る
８　教師の話を聞く
９　終わりの言葉
	振り返る（８）
	· 本時の話合いについて、話合いカードで自己評価させる。良かったことやがんばったことについて、感想も書かせるようにする。

· カードに書かれた内容を発表させたり、司会グループの仕事ぶりや、話合いの良かったところを伝えたりして、成就感をもたせるようにする。


【『２の２』の話合い活動 】
	回
	日時
	司会
	内容
	議題

	１
	６月　６日
	Ａ
	（１）
	学級目標を決めよう

	２
	６月１２日
	Ｂ
	（２）キ
	食事のマナー

	３
	６月２６日
	Ｃ
	（１）
	みんなで楽しくできることを考えよう

	４
	７月　４日
	Ｄ
	（２）ア
	１学期の反省をしよう

	５
	７月１０日
	Ｅ
	（２）キ
	野菜を食べるにはどうしたらよいか

	６
	９月３０日
	Ａ
	（２）カ
	ウォーキングバスについて

	７
	１０月　７日
	Ｂ
	（１）
	しっかり並んで歩こう

	８
	１１月２８日
	Ｃ
	（１）
	お楽しみ会を考えよう

	９
	１月１７日
	Ｄ
	（２）イ
	べんきょうをがんばろう

	１０
	１月２３日
	Ｅ
	（２）エ
	２の２おそうじ大作戦



一人一人の清掃活動への意欲を高めるために、話し合い活動の中に自己決定の場面と集団決定の場面の両方を取り入れたことは有効であったか。





授業の視点





よりよいそうじになるためにはどうすればよいかを考え、意見を発表したりして、話合いに進んで参加している。


（観察、発表、カード）








清掃分担を決めよう





２の２おそうじ大作戦





大そうじ週間





おはよう清掃（異学年交流）








３０




















－　藤本　６　－








